
寄稿文のまわりの余白には、読みながら
思い出した、

生活や記録にまつわるアレコレを自由に
書き込んでください。

集
践
実
の
録
記
と
活
生

世
田
谷
・
三
角
地
帯
に
暮
ら
し
の
痕
跡
を
探
す

そもそも

できるの？

生活って記録

この問いからはじま
った昨年度の特集テ

ーマを引き継ぎ、

2022年度は世田谷・
三軒茶屋駅前の通称

「三角地帯」に

目を向けます。

「文字や
形に残ら

ない、

暮らしの
営みは記

録できる
のだろう

か？」

路地が複数の商店街を縦横に結び、新旧さまざまな店舗

が軒を連ねる三角地帯。世田谷通り（旧大山道）と玉川通

り（国道246号）に挟まれたこのエリアは、公私を緩やかに

つなぐ路地空間と戦後の青空市から発展した商店街を残

しながら変化し続けています。ここが近現代を生きる人々

の営みを残す場所とするなら、それを記録し語ること

が、これまで続いてきたこのまちの生活文化を引き継ぐこ

とになるかもしれない――。

本特集では、さまざまな分野の実践者とともに三角地帯の路地をリサーチ。そこかしこに残された暮らしの痕跡を手がかりに、このまちの根っこ＝文化とも言うべき自治性・界隈性を、各々の視点で考察していきます。

読者のみなさまへ

特集もくじ
おしえて

先生！

路地のあれ
これQ&A02

石榑督
和（建築

史・都
市史研

究者）

06

もじ道楽三角地帯編
山田和寛（デザイナ

ー）

08―

―

―

―

―

―

ぬすみ聞きパンチライン
益山貴司（脚本家／演出家／映

像監督）

10

三角地帯の一品目めぐり

ヤマグチナナコ（編集者／
イラストレーター）

12

ぷり日記三角地帯
の2月

ぷり（オーガナ
イザー／イラ

ストレーター
）

14 映画の「遺跡」と思い出を映すスクリーンしまおまほ（作家）
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In an age overflowing with things and information. Lifestyle
Design Center illuminates the intangible as well as the tangible,
paying attention to small stories. Through the experience of
seeing, touching, and sensing, we ask: what is true abundance,
what is culture? We value the creation of a space for dialogue,
to touch on the roots of life and ask each other why.

生活工房とは？
About
Lifestyle Design
Center
暮らし×デザインの交流拠点

Lifestyle Design Center is
the crossroad of life and design.

生活工房の事業

Our Program

Lifestyle Design Center primarily supports the four programs of exhibitions,
workshops, seminars, and local and regional activities.

「展覧会」「ワークショップ」「セミナー」「地域と市民活動」の4つの
事業を主として生活工房は運営されています。

Ⅰ展覧会

Ⅱワークショップ

Ⅳ 地域と
市民活動

生活工房ギャラリーやワークショップルームでは、デザインやクラフ
ト、異文化など多角的なテーマで展示を実施しています。

参加者が手や体を動かしながら「考え」「作る」ワークショップでは、子
供から大人までが楽しめる多彩なプログラムを実施しています。

地域の活動と交流を支援し、多様な価値観や共感の輪を広げ、ネット
ワークを構築し豊かな地域づくりをお手伝いしています。

Exhibitions on diversified themes such as design, crafts, and foreign
cultures are held in the Seikatsu-Kobo Gallery and the Workshop
Rooms.

A variety of programs are heldwhere participants of all ages canmove
their hands and bodies as they enjoy "think" and "make"workshops.

Experience livingwords on life and culture in various lectures and talk
events given by specialists and creators.

We assist with region-building by supporting area and regional
activities and exchange, widening the circle of various values and
sympathies, and creating vibrant networks.

物や情報が溢れる時代。生活工房は「モノ」だけでなく
「コト」に光をあて、小さな物語に耳を傾けます。観たり、
触ったり、感じたりする体験を通して、本当の豊かさや、大
切にしたい文化をともに考える場をつくります。暮らしの
根っこに触れること、なぜだろうと考えること、対話する
ことを大切にしています。

Ⅰ Exhibition

Ⅱ Workshop

Ⅲ Seminar

Ⅳ Local
Community

New Discoveries Embellish Daily Life

The Joy of Making Things

Understanding Society, Enjoying Learning

Connecting with the Region

新たな発見が暮らしを彩る

多彩なモノづくりを楽しむ

地域とつながる

Ⅲ セミナー
専門家やクリエイターを招き、暮らしや文化に関する生きた言葉に触
れるさまざまな講演やトークイベントを実施しています。

社会を知る、学びを楽しむ



子どもワークショップ ガムテープのズック屋さん
どう？就活 自分と仕事の出会い方 vol.2
オンライン開催だョ！ おうちに集合 第21回おはなしいっぱい／
世田谷アートフリマpresents 夏休みワークショップ
対話の効能 〈わたし〉と〈あなた〉のあわい

03

展
覧
会
Exhibition

02

目
次
C
ontents

展覧会
Exhibition

Ⅰ

ちかくのとーく
穴アーカイブ : an-archive せたがやアカカブの会／
エトセトラの時間 見えるものと見えないものを語る会
世田谷市民活動支援会議／
世田谷市民活動知っ得SDGs講座
市民活動支援コーナー／移動する中心｜GAYA

施設ガイド
数字で見る生活工房

III 地域と市民活動 Local Community

II ワークショップ／セミナー Workshop／Seminar

世田谷パブリックシアター開場25周年記念ポスター展
大竹英洋写真展 ノースウッズ 生命を与える大地
シュー・ウィンドウ 靴を紐とく展覧会
生活工房アレコレ2022 8ミリフィルム常設上映
岡本仁の編集とそれにまつわる何やかや。
続・セタガヤママ 小さなメディアの40年

I 展覧会 Exhibition 3

4

12−13

18

5

14

19

6

15

20

22−23

7

16

17

21

24

8−9

10

11

生活工房とは？
生活工房の事業

目次
Contents



05

展
覧
会
Exhibition

04

展
覧
会
Exhibition

40代の声

母の介護が終了した2014年度以降の作品しか観劇できて
いないのが残念に思うほど、あれ観たかったワ！これ
も！と思える作品たちがポスターから飛び出してきて、紙
のポスター、チラシは絶対になくなってはいけないと強く
思いました。

50代の声

「あ！このポスターもパブリックシアターだったのか！」
と再発見もありました。当時の世田谷区の広報も、今見る
とレトロな感じですし、「こんなふうに注目されていたん
だ」と振り返る機会になりました。

60代の声

自分とパブリックシアターの関係について、振り返りが出
来ました。こんなふうだったかと。

開場25周年を迎えた世田谷パブリックシアターの歩
みを、約90点のポスターで振り返る展覧会。

1997年4月5日に開館した世田谷文化生活情報セン
ター（以下、センター）は、「世田谷パブリックシア
ター」と「生活工房」という、2つの機能からなる複
合文化施設としてスタートした（現在は「音楽事業部」

と「せたがや国際交流センター」が加わっている）。
本展では、センターの開館以前にま

でさかのぼり、1988年に刊行された初
期の計画概要パンフレットや、開館前
に刊行されていた広報誌なども一部紹
介。センター全体の歩みも回顧した。

会場内に設置した「ひとことボー
ド」には、「観劇の思い出とともに当

時の記憶が蘇った」という感想が散見され、一人ひと
りの生活のなかに、劇場やセンターが存在しているこ
とを再確認する機会となった。

開催日時 2022年4月27日（水）～5月25日（水）
9：00～21：00（月曜休み）

会場 生活工房ギャラリー

来場人数 8,254名

企画協力 株式会社ポスターハリス・カンパニー

共催 世田谷パブリックシアター

協賛 世田谷パブリックシアター友の会

データ

来場者の声

世田谷パブリックシアター
開場25周年記念ポスター展

ポスターで振り返る劇場の四半世紀

会場風景

展示の感想や観劇の思い出を募った「ひとこと」ボード

ノースウッズ 生命を与える大地

北米大陸に広がる世界最大級の原生林

「ノースウッズ」

2021年、写真集『ノースウッズ――生命を与える大
地』（クレヴィス、2020年）で第40回土門拳賞を受賞し
た、自然写真家・大竹英洋の展覧会。世田谷文学館
が行う、移動文学館事業の出張展示パネルを中心に構
成した。

ちょうど展覧会がはじまる直前、大竹氏が2017年
に上梓したエッセイ『そして、ぼくは旅に出た。は
じまりの森 ノースウッズ』が文藝春秋より文庫化さ
れ、同書を含む関連書籍の特設コーナーを、会期中
階下のTSUTAYA三軒茶屋店にて展開した。

エッセイにも登場するテントやキャンプ用具、携
行した地図などの実物資料も展示。また、大竹氏が
ノースウッズでフィールドレコーディングした環境音
を会場に流すことで、臨場感を演出した。

ちなみに、生活工房が位置する三軒茶屋は、大竹氏
が幼稚園から小学校卒業まで住んでいた地元。これま
で世田谷区内各所で写真パネルの展示を行ってきた
が、三軒茶屋では今回が初の展示となった。

開催日時 2022年 6月4日（土）～7月10日（日）
9：00～21：00（月曜休み）

会場 生活工房ギャラリー

来場人数 6,655名

共催 世田谷文学館

データ

階下のTSUTAYAで展開した関連書籍コーナー

著書や愛読書、ポジフィルム
の展示（撮影：澤木亮平） 親子連れの来場者も多かった（撮影：澤木亮平）

会場風景（撮影：澤木亮平）

30代の声

子どもが通りすがりに見たいというので寄りました。感動
しました。ありがとうございました。

50代の声

職場が近いので、仕事の前や後に何度も観に来ました。自
然の音のなか大竹さんの作品を見ていると、心がスーッと
静かに穏やかになりました。

70代の声

今ほど自然の大事さが叫ばれる時はない。良いタイミング
の企画と思います。

オオカミのファーや、ムース
の革を使用した、冬用の装備
（撮影：澤木亮平）

来場者の声

世田谷文化生活情報センターにまつわる資料

大竹英洋写真展



来場者の声

20代の声

誰かの日々がフィルムを通すと、時代の雰囲気も相まって
ドラマチックだ…。

30代の声

子どもの服やおむつやおもちゃやイスなど違いをくらべ
面白かった。

50代の声

ポストの下に牛乳受けの箱が映ったが、現在ではなく
なってきた習慣がなつかしい。
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生活工房アレコレ2022

8ミリフィルム常設上映

昭和のアレコレを記録した、

8ミリフィルムを小さく上映

「生活工房アレコレ」は、「生活工房バックヤー
ド展」（2021年1～2月開催）をきっかけに2021年4月から
展開している小さな展示コーナー。生活工房のバック
ヤードに眠る事々物々や、開催中の展覧会やイベント
に関する資料を紹介する目的で設置している。

昨年度から引き続き、ウェブサイト「世田谷クロ
ニクル」（p.19参照）で公開中の8ミリフィルム映像を常
設で上映。セレクトした映像は、1954（昭和29）年～
1980（昭和55）年にかけて撮影された12巻。各映像の
撮影月に合わせて、毎月8日に映像を入れ替えながら
通年で上映・展示した。

会場では、来場者が映像をきっかけに思い出したエ
ピソードを募った。「東京タワーの周囲が、全く高い
建物がなくて新鮮」「昭和40年前後、夏に保田の海へ
行っていました。（中略）民宿の裏の線路でSLを見た
事を覚えています」など、多くの声が寄せられた。集
まったエピソードは、SNSなどでも紹介している。

データ

開催日時 2022年4月8日（金）～2023年4月7日（金）
9：00～21：00（祝日をのぞく月曜休み、12月29日［木］
～1月3日［火］は年末年始休み）

会場 生活工房ギャラリー（階段下）

来場人数 72,030名

企画制作 remo［NPO法人記録と表現とメディアのための組織］

『夫、兄、母』（1954［昭和29］
年3月／原子爆弾落下中心地碑、
大浦天主堂、長崎県内各所）

『野球』（1980［昭和55］年1月
／自宅［梅丘］、羽根木公園）

『新百貨店落成式など』（1970［昭和45］年
9月28日、1980［昭和55］年8～9月／店舗
［上馬］、伊豆［静岡県］、一碧湖［静岡県］）

『保田臨海学校』（1960［昭和35］年
7月27～30日／芝浦桟橋、保田［千葉
県］、東京タワー）

会場で募ったエピソードも展示

展示風景

トークイベント収録の様子（撮影：高田洋三）

私たちの暮らしを、文字通り足も
とから支えている「クツ」。しか
し、その構造や歴史、文化についてどのくらい知っ
ているだろうか。本展は、靴郎堂本店（クツ創家／く

つクリエーター）の“履けないクツ”を糸口に、身近な
クツを楽しく紐とく試みだ。

会期中のほぼ毎週末、靴郎堂本店・佐藤いちろう氏
は会場でお店番（在廊）をして、来場者とその場で“履
けないクツ”を制作しながら、順次陳列していった。
その数はなんと153足（つくり方はpp.12-13を参照）。
段ボールや新聞紙、ガム
テープでできた個性豊かな
クツが会場を埋め尽くし
た。クツづくりが、人が集
まる場づくりへと変化する
様子が印象的だった。

会場では実際の製靴工程
も紹介。さらに、会期中に
開催したジャーナリストと
の対談でも、クツの歴史や
文化など多方面に話題が広
がった。展覧会や関連企画
をきっかけに、足もとから
ライフスタイルを考える貴重な機会となった。

靴を紐とく展覧会

履けないクツ屋・靴郎堂本店が

三軒茶屋にやってきた！

関連企画2｜閉店売り尽くし！「展示即売会」

開催日時 9月24日（土）16：30～18：00

会場 生活工房ギャラリー

司会進行 佐藤いちろう（靴郎堂本店）

ゲスト 大谷知子（靴ジャーナリスト）、
城一生（靴業界ジャーナリスト）

参加人数 101回再生（12月17日時点）

関連企画1｜公開収録！ 靴を紐トーク

開催日時 10月15日（土）・16日（日）
11：00～17：00（売切次第終了）

会場 生活工房ギャラリー

販売物 ガムテープのズック〈完成品〉1,000円
ガムテープのズック〈自作セット〉500円

来場者の声

10代の声

どの靴も遊び心があって、見ていて楽しかった。

30代の声

「くつって自分でつくれるんだ」という発見、おど
ろきがありました。

70代の声

とても面白い！ 実際にはけるように造ったので、
きっと売れると思います。

値札にはクツの値段と作品名を
記載（撮影：高田洋三）

会場内の工房スペース（撮影：高田洋三）

会場風景。手前は「キャロットタワー・シューズ」（撮影：高田洋三）

開催日時 2022年7月19日（火）～10月16日（日）
9：00～21：00（祝日をのぞく月曜休み）

会場 生活工房ギャラリー

来場人数 15,447名

協力 稲川實、皮革産業資料館、
株式会社北條工務店

データ

シュー・ウィンドウ
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岡本仁の編集と
それにまつわる何やかや。

編集者の視点

『BRUTUS』『relax』『ku:nel』などの雑誌編集に携
わってきた岡本仁氏。美術、デザイン、映画、音楽を
はじめ幅広い分野に向けられた興味や関心を、独自
のスタイルで紹介してきた同氏のものの見方・考え方
に触れることで、編集という行為をより身近にとら
えることを意図した展覧会。

自室をイメージしたコーナーには、岡本氏が身のま
わりに置く品々（絵画・オブジェ・書物）が並び、それ
を取り囲むように配置されたカウンターの上には、
同氏が日々の暮らしのなかで撮影した、約70点の写
真を展示した。写真には手書きのコメントが添えら
れ、それらを読み進めていくと、編集についての一
篇のフォトストーリーになっているという仕掛け。

また、岡本氏が編集した最新作として、タブロイド
判の冊子『ART FOR ALL 20』を生活工房から刊行、
階下のTSUTAYAにて会期中販売した。

考えるよりも感じることを主眼とした、一種のイン
スタレーション的な試みだったが、会期初日に偶然
訪れた70代女性の一言、「視点がおもしろい」とい
う感想が印象的だった。

データ

開催日時 2022年10月29日（土）～2023年1月22日（日）
9：00～21：00（祝日をのぞく月曜休み、11月6日［日］
は設備点検のため休室、12月29日［木］～1月3日［火］
は年末年始休み）

会場 生活工房ギャラリー

来場人数 14,116名

協力 世田谷美術館

関連企画1｜
GUEST TALK 1 若木信吾（写真家、映像作家）×岡本仁

開催日時 11月27日（日）14：00～15：30

会場 セミナールームAB

参加人数 79名

参加費 1,000円

関連企画2｜
GUEST TALK 2 田島朗（『BRUTUS』編集長）×岡本仁

開催日時 12月11日（日）14：00～15：30

会場 セミナールームAB

参加人数 66名

参加費 1,000円

生活工房YouTubeチャンネルで期間限定公開した、岡本氏による展示解説ムービー
『岡本仁の展示とそれにまつわる何やかや。』（撮影・編集：ヤングトゥリーフィルムズ）

手書きの文字が話し言葉のように親しみを感じさせる（撮影：澤木亮平）

会場風景（撮影：澤木亮平）

来場者の声

40代の声

岡本さんといっしょにお話ししながら散
歩しているような感じで、ゆっくり歩き
ながら楽しみました。できればもっとお
話がききたかったなー。そのくらい短く
て濃い散歩になりました。

60代の声

話し言葉を追いかけるカンジが楽しかっ
た。展示物もカワイイ。

70代の声

このコロナの毎日におしゃれな空気を
すっていい気持ちになりました。

いわおたまき氏の作品（撮影：澤木亮平）
展示什器の制作・会場施工はランドスケープ
プロダクツが担当（撮影：澤木亮平）
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Ⅱ

続・セタガヤママ
小さなメディアの40年

生活の延長で試みた、「ママ」たちの実験

データ

開催日時 2023年1月31日（火）～4月23日（日）
9：00～21：00（月曜休み）

会場 生活工房ギャラリー

来場人数 17,156名 ※3月31日時点

企画制作 horo books

関連企画3｜ファミリー寄席

開催日時 4月23日（日）14：00～16：00（途中休憩あり）

会場 ワークショップルームAB

出演 古今亭始、古今亭佑輔

対象 小学校1年生～（小学校3年生以下は保護者同伴）

参加費 500円（同伴者も有料）

関連企画1｜
おはなしとおにんぎょう「はじめてのともだち」

開催日時 2月4日（土）①11：00～②14：00～（各回30分程度）

会場 セミナールームAB

絵本制作
出演

出演 関根真理（パーカッショニスト）

対象 幼児～（小学校3年生以下は保護者同伴）

参加人数 121名

参加費 500円（同伴者無料）

関連企画2｜
お面づくりワークショップ

開催日時 3月21日（火・祝）14：00～15：00

会場 ワークショップルームA

講師 佐々木未来
（イラストレーター／グラフィックデザイナー）

対象 小学校1年生～（小学校3年生以下は保護者同伴）

参加人数 9名

参加費 500円（同伴者無料／材料費込）

『あめの会通信』『あめつうしん』
全338号が並ぶ（撮影：平野太呂）

「セタガヤママ」関連資料。
新聞広告など（撮影：平野太呂）

会場風景。1979年から
91年までの活動を中心
に紹介（撮影：平野太呂）

横山てんこ（美術家／人形遣い／俳優）

参加者の声

10代の声

古い歴史を知ることができて良かった。

20代の声

私も今の世田谷区の子育てを盛り上げられるようなことを
したい。

50代の声

小さなメディアの足跡を直接みることができた。

1982年、世田谷区経堂に主婦・大橋正子氏が雑貨
店「セタガヤママ」を開いた。雑貨販売だけでなく、
貸本やミニFMなど、その活動は多岐にわたる。本展
では「セタガヤママ」を中心に、子育て中の女性たち
が試みた活動をたどりなおした。

その歩みは、1979年に主婦・平野公子氏が用賀の
自宅マンションを開放した文庫「子どもザウルス」に
はじまり、区内の公園や広場で芝居や祭りなどを行い
幅広く活動した「あめの会」へと続く。1981年には
『あめの会通信』も創刊。このなかで大橋氏は「セタ
ガヤママ」を開店した。そして、同じく「あめの会」
の田上正子氏は、現在も『あめつうしん』をガリ版で
発行している。

会場では、デザイナーの平野甲賀氏による『子ど
もザウルス通信』から田上氏の『あめつうしん』最
新号まで、約350点のミニコミ誌を展示。写真やミニ
FM放送局日記、関係者のエッセイも紹介した。彼女
たちの小さく軽やかな活動は今も新鮮だ。SNSが普
及した現在、その歩みに続くことはできるだろうか。
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子どもワークショップ

履けないクツ屋の小さなギルド

靴郎堂本店（クツ創家／くつクリエーター）による展覧
会「シュー・ウィンドウ」の関連イベントとして開催
した。実際の製靴工程をもとに段ボールと新聞紙、
ガムテープでズックを制作。ズックの語源は、織物に
あり、今回布ガムテープを使用した理由はここにある。

クツづくりは、展示会場に陳列されたクツのベース
素材から、サイズと色を選ぶところからはじまる。
ベース素材にベロの部分を接着。紐を通す部分に穴あ
けとハトメ加工を施し、シールなどで装飾する。最後
に、靴紐と値札をつけて完成となる。「一日店長」に
なって会場内で記念撮影も行った。ちなみに、“履け
ないクツ”と称しているが、履くこともできる。

また、展覧会の来場者が制作したクツは、10月
15、16日の「展示即売会」まで会場内に展示した。
毎週来場して9足もつくった小学生や、ワークショップ
がきっかけで美術系の高校に進路を決めた中学生な
ど、計100名以上が参加。子どもから大人までゆるや
かにつながる、小さなギルドが会場に生まれていた。

開催日時 7月23日（土）・24日（日）・8月20日（土）
・21日（日）・27日（土）・28日（日）
・9月3日（土）・4日（日）・10日（土）
・11日（日）・17日（土）・23日（金・祝）
・24日（土）・25日（日）・10月1日（土）
・2日（日）・8日（土）・9日（日）
11：00～17：00（9月24日のみ10：00～16：00）

会場 生活工房ギャラリー

参加人数 約140名

データ

開催日時 2022年7月30日（土）・31日（日）・8月6日（土）
・7日（日）13：00～17：00（各日完結）

会場 セミナールームAB

講師 佐藤いちろう（靴郎堂本店）

対象 小学校1年生以上
（小学校2年生以下は保護者同伴）

参加人数 46名

参加費 1,000円（材料費込み）

展示会場で行った週末ワークショップの様子（撮影：高田洋三）

ベロの付け方を教える靴郎堂本店・佐藤いちろう氏

靴紐を通すハトメの準備

ワークショップ参加者が制作したクツ（撮影：高田洋三）

参加者の声

小学1年生の声

色々な形に切ったり貼ったりして面白かったです。

小学3年生の声

穴をあけるときになんども手にあたって痛かったけど、
結果的に出来上がってうれしかったです。

小学5年生の声

思うがままにいろんなように作れた。

関連企画｜週末ワークショップ

ガムテープのズック屋さん

出来上がったクツは履く
ことができる（撮影：高田洋三）

ガムテープ素材のクツ（撮影：高田洋三）

穴あけの様子 ハトメハンドプレスを使って制作

一日店長になって記念撮影
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どう？就活
自分と仕事の出会い方 vol.2

人は知らず知らずのうちに、いろんな人・

モノ・コトに偶然出会い、触発されている

働くことや生き方について、疑問や悩みを抱く若年
層に向けたセミナーの第2弾。働き方研究家の西村佳
哲氏のファシリテートのもと、ゲストが「働くってな
に？」「会社ってなに？」のテーマに沿って就職活動
の体験談や会社経営について語った。また、参加者同
士も対話して考えを深め合った。

就職活動の話で印象的だったのは、ゲストの今井
紀明氏の体験談だ。面接で今まで伏せてきた過去を
正直に語ったとき、面接者から「それは営業のネタに
なる！」と一瞬で個性豊かな人材としてポジティブに
捉えられ、思いもよらぬ方向に人生が動き出していく
のは爽快だった。ゲストの仕事や人生の道程を振り返
るなかで見えてくることは、いろいろな人・モノ・
コトに偶然出会い、触発されているということ。遠ま
わりに感じるような過去の経歴のすべてが、有機的に
作用しながら今現在の仕事につながり役立っているこ
とに自覚的になると、自分の過去や現在が愛おしくな
り、未来がちょっとだけ楽しみになるかもしれない。

会社ってなに？

開催日時 2022年12月4日（日）13：00～18：30

ゲスト 青木佑子、白石宏子、玉置純子、吉倉理紗子
（株式会社スティルウォーター）、
松山剛己（松山油脂株式会社・株式会社マークス
アンドウェブ代表取締役社長）

参加人数 48名

会場 セミナールームAB

ファシリ
テーター

対象 10代以上の方

参加費 各日1,000円

企画 Living World

働くってなに？

開催日時 2022年12月3日（土）13：00～18：30

ゲスト 今井紀明（認定NPO法人D×P理事長）、
さこうもみ（社会起業家）

参加人数 44名

参加者の声

20代の声

昨年からの参加ですが、本当にゲストのジャンルが広く、
新たな発想を、考えを得られるこの場は貴重だと思います。

30代の声

気づき、学び、刺激、感動、感銘、さまざまなことを得
て、大ヒットでした。楽しかったです！

40代の声

これまでのこと・これからのことについて2日間でいろん
な考えが浮かび、種が植えられた感じ。

おはなしの会がオンラインで大集合！

「世田谷おはなしネットワーク※」との共催事業
は、今年で21回目。新型コロナウイルス感染拡大の影
響で、オンライン開催に変更して3日間配信を行った。

区内の図書館や児童館のほか、千葉県を拠点とする
おはなしグループや山形県在住の語り部といった、地
方で活動する方々も出演。プログラムはおはなし会だ
けにとどまらず、楽器演奏と詩を組み合わせた演目や
絵本作家のトークなど、多彩な取り組みを展開した。
※1997年活動開始。世田谷区内の複数のおはなしの会が連携し、図

書館などで活動中。現在、60のグループ・個人会員からなる

室井さと子氏（絵本作家）

思い出や好きなものを作品にする

ものづくりを楽しむ市民の発表・販売の場「世田
谷アートフリマ」ゆかりの作家たちによる夏休みワー
クショップを開催した。

「シルクスクリーン印刷で世界に一枚だけのギャ
ザーバッグをつくろう」では、自分の好きなキャラク
ターや夏の思い出を描いたイラストを製版してプリン
ト。出来上がったバッグを学校で使うことを楽しみ
にしている子どもが多かった。「自分だけのキャンド
ルホルダーをつくろう」では、ドライフラワーや貝殻
などのカラフルな素材を全方向から楽しめるように、
ピンセットを使って丁寧にレイアウト。涼やかで美し
いキャンドルが出来上がった。

ピンセットを使って
レイアウトを整える

ギャザーバッグのプリント
は4人がかりで制作

データ

開催日時 2022年8月24日（水）・25日（木）・26日（金）
11：00～15：00

会場 オンライン（Zoomウェビナー）

出演 おはなしポケット、Akinoファミリーバンド、
室井さと子（絵本作家）、世田谷区立図書館、
世田谷区立成城さくら児童館、高柳芳恵（ナ
チュラリスト）、おはなしかご（魔法使いの学
校）、世田谷区立弦巻児童館＋おはなし
広場、渡部豊子（山形の伝承の語り手）

対象 幼児～小学生（大人も参加可）

参加人数 1,131名

参加費 無料

共催 世田谷おはなしネットワーク

自分だけのキャンドルホルダーをつくろう

開催日時 8月21日（日）
①11：00～13：00 ②15：00～17：00（各回完結）

講師 asami（JCA認定キャンドルアーティスト）

対象 小学校4～6年生

参加人数 19名

参加費 1,000円（材料費込）

シルクスクリーン印刷で世界に一枚だけのギャザー
バッグをつくろう

開催日時 2022年8月20日（土）①10：00～11：30 ②13：30～
15：00 ③16：00～17：30（各回完結）

講師 TReC1and2（クリエーター）

対象 小学校3～6年生

参加人数 14名

参加費 1,000円（材料費込）

夏休みワークショップ
世田谷アートフリマ presents

オンライン開催だョ！ おうちに集合

第21回おはなしいっぱい

会場 セミナールームAB

共催 世田谷アートフリマプロジェクト

参加者の声

30代の声

デイサービスの施設で利
用の子どもたちと視聴し
ました。素敵な企画をあ
りがとうございました。

参加者の声

10代未満の声

どこに何の素材を置くか考えて工夫しながらキャンドルホル
ダーを作るのが楽しかった。

ゲスト：
左から
吉倉理紗子氏
青木佑子氏
白石宏子氏

ゲスト：今井紀明氏

ゲスト：さこうもみ氏

ゲストのトークを聞いた後に参加者同士で対話する様子

ファシリテーター：西村佳哲氏

ゲスト：松山剛己氏

西村佳哲（働き方研究家）



17

地
域
と
市
民
活
動
LocalC

om
m
unity

16

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
／
セ
ミ
ナ
ー
W
orkshop／

Sem
inar

地域と市民活動
Local Community

Ⅲ

対話の効能
〈わたし〉と〈あなた〉のあわい

私のなかにある複数の自己に出会いなおす

「対話」がもたらす効能と可能性について、対話を
重視したアプローチの実践者とともに学び・体験す
る4つのセミナーを開催した。

「哲学対話」では、対話を行うときに私たちのな
かでどのようなことが起こっているのかを学び、プ
ログラムの後半に哲学対話を行った。

「オープンダイアローグ」では、人間の自由や自律
において、ポリフォニックな感覚はなぜ重要なのかに
ついて対話した。また、「シナリオ付きロールプレイ」
や「リフレクティング」など「オープンダイアローグ」
のエッセンスを体験した。

「回復共同体」では、映画『プリズン・サークル』
を鑑賞して感想を分かち合った。後半は、回復共同
体で重視される〈サンクチュアリ〉や〈エモーショ
ナル・リテラシー〉について対話し、「感情のタペス
トリー」「アファメーション」を体験した。

最終回の「まあたらしさに出会うとき」では、美
学者の伊藤亜紗氏と映画監督の濱口竜介氏が、芸術表
現を通して日常の会話や対話の可能性を再考した。

まあたらしさに出会うとき［トーク］

開催日時 2023年3月19日（日）14：00～16：00

講師 伊藤亜紗（美学者）、濱口竜介（映画監督）

参加人数 158名

参加費 2,000円

回復共同体［上映＋講演＋体験］

開催日時 2023年3月4日（土）10：00～18：00
10：00～12：30 映画『プリズン・サークル』

講師 毛利真弓（臨床心理士／公認心理師）、
藤岡淳子（臨床心理士／公認心理師）

参加人数 106名

参加費 3,000円（上映のみ1,000円）

オープンダイアローグ［講演＋体験］

開催日時 2023年2月23日（木・祝）13：00～18：30

講師 斎藤環（精神科医）、大井雄一（精神科医）

参加人数 107名

参加費 2,000円（講演のみ1,000円）

哲学対話［講演＋体験］

開催日時 2023年2月19日（日）13：00～18：30

講師 河野哲也（哲学者・立教大学教授）

特別講師 盛岡千帆、尾崎絢子、浅野萌、朝倉絵理
（NPO法人こども哲学・おとな哲学 アーダコーダ）

参加人数 103名

参加費 2,000円（講演のみ1,000円）

参加者の声

30代の声

対話をおざなりにしかけている自分に気づけて良かった。

40代の声

生の対話の価値に気づいた大変良質なセミナー。

50代の声

「回復共同体」の体験「アファメーション」で、各班で繋が
り合ったテープを持って立ち上がった時は心が震えた。

トータル
ファシリ
テーター

会場 ワークショップルームBほか

協力 NPO法人こども哲学・おとな哲学アーダコーダ、
合同会社東風、一般社団法人もふもふネット

山内泰（NPO法人ドネルモ代表理事／一般社団
法人 大牟田未来共創センター理事）

「回復共同体」の体験「アファメーション」で絆のテープが完成した様子

左が伊藤亜紗氏、右が濱口竜介氏
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ちかくのとーく

ちかくの活動をちかくの人に

紹介するトークシリーズ

昨年度のキックオフを経て始動した「ちかくの
とーく」。古今を問わず、世田谷区内のまちづくり
や市民活動、地域に関わる文化活動などについて、
ゲストを招き紹介するトークプログラムだ。

今年度は区内3つの地域ごとに、3本のプログラム
を開催した。「下北沢のおせっかいとまちつどい」
では、商店街の
変遷や子どもが
中心に集うコミュ
ニティ食堂の活動
を発表。「三茶で
語る、住民参加
と演劇のこと」
では、1980年頃に羽根木公園で開催した黒テントの
演劇公演から、25周年を迎えた世田谷パブリックシ
アター設立時の話まで幅広く伺った。また、「二子玉
川の持続可能なコミュニティ」では、町会と企業が
一緒に取り組む「二子玉川エリアマネジメンツ」の
活動が語られた。いずれも対面とオンラインで開催
し、区外からの参加者も多い。

近年、NPO法人は減少傾向にある。NPO法の施行
から約四半世紀が経ち、市民活動の担い手も変化の
時を迎えている。身近で実践している人々の声を通し
て、地域社会のこれからを考えていきたい。

vol.03 二子玉川の持続可能なコミュニティ

開催日時 2023年2月19日（日）14：00～16：00

ゲスト 小林直子（一般社団法人二子玉川エリアマネジ
メンツ事務局）、中村輝之（玉川町会事務局長）

参加人数 26名（オンライン13名）

会場 セミナールームB（vol.01～02）、
市民活動支援コーナー（vol.03）

聞き手 市川徹（まちづくりコーディネーター）

記録 千葉晋也（まちづくりデザイナー）

参加費 200円（オンラインは無料）

vol.02 三茶で語る、住民参加と演劇のこと

開催日時 2022年11月13日（日）14：00～16：00

ゲスト 松井憲太郎（演劇評論家）、
花崎攝（シアター・プラクティショナー）

参加人数 43名（オンライン25名）

vol.01 下北沢のおせっかいとまちつどい

開催日時 2022年7月3日（日）14：00～16：00

ゲスト 柏雅康（しもきた商店街振興組合理事長）、
斎藤淳子（一般社団法人北沢おせっかいクラブ
代表理事）

参加人数 19名（オンライン14名）

せたがやアカカブの会

開催日時 vol.31：2022年6月19日（日）・vol.32：2022年
9月17日（土）・vol.33：2023年1月21日（土）
・vol.34：2023年3月18日（土）14：00～15：30

会場 セミナールームAB
（vol.34のみワークショップルームA）

参加人数 70名（ハガキ参加16名）

参加費 無料

企画制作 remo［NPO法人記録と表現とメディアの
ための組織］

エトセトラの時間
見えるものと見えないものを語る会

開催日時 2022年10月10日（月・祝）・11月23日（水・祝）
・12月17日（土）14：00～16：30（各日完結）

会場 オンライン（Zoomミーティング）

参加人数 21名

参加費 無料

企画制作 remo［NPO法人記録と表現とメディアのため
の組織］、視覚障害者とつくる美術鑑賞
ワークショップ

参加者とのディスカッションや質疑応答も

ちかくのとーくvol.03の様子

貴重な資料も紹介。
左が松井憲太郎氏、
右が花崎攝氏

ちかくのとーくvol.01の様子。左が斎藤淳子氏、中央が柏雅康氏

参加者の声

30代の声

地域のために自主的に活躍されている皆様のお話
をお伺いでき、大変勉強になりました。

50代の声

「人」がまちを動かしていることを体感しました。

60代の声

世田谷区の文化活動への理解が深まりました。

穴アーカイブ: an-archive

せたがやアカカブの会／
エトセトラの時間

見えるものと
見えないものを語る会

記録に残るもの、残らないもの、等々

世田谷区民から提供いただいた84巻の8ミリフィルム
を公開しているウェブサイト「世田谷クロニクル」。映像
の利活用の一環として、2つのプログラムを実施した。

2020年1月以来、郵便による遠隔開催となっていた
「せたがやアカカブの会」は、約2年ぶりに対面で開
催した。東京から埼玉へ疎開し、そこでの暮らしぶ
りを語った参加者など、映像をきっかけに思い出し
た語りの数々。ここでしか聞けない話で溢れた。

「エトセトラの時間」では、目の見えない人がナ
ビゲーターとなってオンラインで映像を鑑賞した。
また、ワークショップの音声記録「会話録」をYouTube
で公開。参加者の言葉が添えられている。

参加者の声

10代の声

見える人は見たものから意見を出し、見えない人は見える
人からの情報から当時の時代背景などを想像することで、
双方が楽しめる企画だと感じた。

40代の声

通常であればこぼれおちていくようなちょっと
したつぶやきや思いを、「なかったことにせ
ず」、みんなで言葉にして残していくことで、自
分だけでなくそこに集った方々のそれぞれの思
いに「愛しさ」が生まれるような、そんな時間
でした。

50代の声

なんでもないような日常でも、複数人で見ると
いろんな発見があって楽しかったです。

郵送で届いたハガキも紹介

せたがやアカカブの会の様子。毎回15名程度が参加

エトセトラの時間の様子。手話通訳付き
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世田谷市民活動支援会議

世田谷市民活動支援会議（通称：Netty）は、「より
良い地域社会をつくるための市民活動」を支えるネッ
トワーク。行政である世田谷区と、NPOをはじめとし
た市民活動やボランティア団体を支援する、6つの中
間支援組織で構成されている。

今年度は、連絡会議を通じて定期的な情報交換を
行ったほか、市民活動に役立つ情報をまとめた冊子
『知っ得情報2023』を発行した。

また、広石拓司氏（株式会社エンパブリック代表取締

役）を講師に招き、「SDGsから学ぶ市民活動セミナー」
（2023年3月16日、オンライン）を開催した。

データ

ほかの構成団体 社会福祉法人世田谷区社会福祉協議
会、一般財団法人世田谷トラストまち
づくり、社会福祉法人世田谷ボラン
ティア協会、NPO法人国際ボランティ
ア学生協会（IVUSA）、社会福祉法人
共生会SHOWA、世田谷区生活文化政
策部市民活動推進課

世田谷市民活動支援会議が
主催したセミナー

世田谷市民活動
知っ得SDGs講座

SDGsと市民活動の関係とは？

市民活動を支えるネットワーク

政府をはじめ、地方公共団体や民間企業など、各
分野において取り組みが進められているSDGs（持続

可能な開発目標）について、自分たちの暮らしにどの
ような意味があるのか、市民活動とどのような関係
があるのか、市民活動支援コーナーを利用している
団体を対象にセミナーを行った。

後半では、普段取り組んでいる活動についてSDGs
の17の目標と照らし合わせて考える時間を設け、ま
だ気づいていない活動の価値をともに考えて掘り起
こす機会となった。幅広い世代の参加者が集ま
り、「自分の目標を達成させるためのエネルギーを
いただけた」といった声が聞かれた。

データ

開催日時 2022年12月21日（水）14：00～15：00
2023年1月28日（土）14：00～15：00
・2月3日（金）19：00～20：00

会場 市民活動支援コーナー

参加人数 12名

参加費 無料

企画制作 NPO法人国際ボランティア学生協会（IVUSA）

幅広い年代の参加者が集まった

データ

開館時間 9:00～21:00（祝日をのぞく月曜休み）

場所 生活工房3F

委託先 NPO法人国際ボランティア学生協会（IVUSA）

来場人数 7,782名

参加者の声

60代の声

SDGsと市民活動とのかかわりを考える
よい機会となりました。

市民活動支援コーナー 市民団体のための活動の場

市民活動支援コーナーは、世田谷区内で活動する
さまざまな市民団体のための活動の場。日常的なミー
ティングや講座に利用できる登録制の貸出スペースが
3部屋あるほか、プリントアウトスペースには複合機
や紙折り機、大判印刷機も完備し、活動のためのチ
ラシやポスター、資料づくりに活用できる。また、情
報掲示板とチラシラックを備え、団体のメンバー募
集やイベント情報の告知のために利用が可能。

市民活動団体のニーズを的確に汲み取り、柔軟に対
応するため、運営は中間支援組織である、NPO法人国
際ボランティア学生協会（IVUSA）に委託している。

2020年に内装を大幅にリニューアルし、開放的で明
るい空間に生まれ変わった。新型コロナウイルス感染
拡大の影響から、ここ数年は以前に比べ、団体の利用
頻度は低い傾向にあったが、今年度から徐々に活気を
取り戻し、活動も盛んになってきている。スペースA。最大20名まで使用可能（撮影：高田洋三）

2022年4月～2023年3月（通年）

https://aha.ne.jp/si/

57名

無料

東京都、公益財団法人東京都歴史文化
財団 アーツカウンシル東京、remo
［特定非営利活動法人記録と表現と
メディアのための組織］

AHA!［Archive for Human Activities
／人類の営みのためのアーカイブ］

データ

開催日時

特設ウェブサイト

参加人数

参加費

共催

企画制作

移動する中心｜GAYA

映像をみる、きく、はなす

ウェブサイト「世田谷クロニクル」を利活用するプ
ロジェクトとして、2019年に始動した。その一環であ
る「サンデー・インタビュアーズ」では、参加者6名
と毎月オンラインで映像を囲むワークショップを開
催。個々の視点を持ち込みながら、映像を紐といて
いった。また、昨年度の参加者はフィールドワークを
行うなど、より踏み込んだ展開を試みた。

さらに、ケアの現場で活用を探る「ポスト・ムー
ビー・トレイル」も実施。デザインリサーチャーの
神野真実と訪問看護師／写真家の尾山直子と協働し
て、在宅医療の現場で上映した。

「ポスト・ムービー・トレイル」
の様子（撮影：尾山直子）
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「生活工房ギャラリー」は、暮らしのデザインやク
ラフト、異文化紹介などをテーマに、生活工房が主
催する企画展示を行っています（一般への貸出はして

いません）。
「市民活動支援コーナー」は、世田谷で活動してい
る市民活動団体が打ち合わせや作業を行うことがで
きるスペースです。印刷機などの利用も可能です
（有料）。

5F

4F

3F

講演会やミーティングに最適

「セミナールーム」は、講習会や会議に適したス
ペースです。プロジェクターを含む映像・音響設備
も備え、効果的なプレゼンテーションが可能です。
A・B各部屋の可動式間仕切りを外せば最大で120名

（机椅子使用時は108名）まで収容できます。

83㎡／定員48名

利用時間：9：00～22：00

セミナールームB

74㎡／定員48名

利用時間：9：00～22：00

セミナールームA

「ワークショップルームA」は、ものづくりやトーク
イベントに対応したスペースで、併設されたキッ
チン（63㎡）には、各種厨房用品も備えています。
多人数の交流会にも最適です。
「ワークショップルームB」は、扇形の壁面が特徴的
な展示スペースです。可動パネルで室内のレイアウ
ト変更ができ、多様な展示が行えます。音響や映像
機器を使った集会などの開催も可能です。

ワークショップルームA

126㎡／定員50名

利用時間：9：00～22：00

ワークショップルームB

145㎡／定員50名

利用時間：9：00～22：00

ものづくりや展示を楽しむ

開館時間：9：00～21：00

生活工房ギャラリー 市民活動支援コーナー

利用時間：9：00～21：00

生活工房の展示や市民活動の拠点

RENTAL OK

RENTAL OK

RENTAL OK

RENTAL OK

トップページ ↓

↓

ぜひみてね！

生活工房の
ホームペー

ジでは、

僕たちが施
設の案内を

しているよ
。

多彩な設備を備えたスペースで独自の企画を行うほか、市民団体
などにお部屋を貸し出しています。スペースごとに登録条件・利
用方法などが異なりますので、詳細はお問い合わせください。

生活工房は、地域の人々の

活動や発表の場！

5F

4F

3F

年末年始・月曜日（祝日をのぞく）

東京都世田谷区太子堂4－1－1 キャロットタワー

03－5432－1543

https://www.setagaya-ldc.net

休館日
管理休館日

所在地

TEL

URL

施設ガイド
Floor Guide

セミナールームA・B

ワークショップルームA・B

生活工房ギャラリー／市民活動支援コーナー

RENTAL OK

RENTAL OK

↓

施設案内

クラシーとカワルンの
「生活工房っていったいどんなところなの？」



※2022年度来場者アンケート（2022年4月1日～2023年3月31日）601件のデータより
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事業総数
展覧会
展覧会関連イベント
ワークショップ
セミナー・イベント
地域と市民活動

22件
6件
4件
3件
3件
6件

来場者総数
展覧会
展覧会関連イベント
ワークショップ
セミナー・イベント
地域と市民活動
貸館使用者・来場者

159,741人
133,658人

275人
219人

1,697人
8,030人

15,862人

2022.4.1－2023.3.31 Database

数字で見る
生活工房

来場者数

※4Fワークショップルームは2022年4月1日～2023年1月21日の期間、ワクチン集団接
種会場として使用した。2022年度、当会場で集団接種を受けた人数はのべ64,473名（貸
館使用者・来場者数に含めず）

事業数

本書の無断転写、複製、転載を禁じます。
©Setagaya Arts Foundation Lifestyle Design Center 2022-2023
Printed in Japan

世田谷区、世田谷区教育委員会後援

NPO法人こども哲学・おとな哲学アーダコーダ、世田谷美術館、
（同）東風、皮革産業資料館、（株）北條工務店、
（株）ポスターハリス・カンパニー、（一社）もふもふネット

協力

世田谷パブリックシアター友の会協賛

NPO法人国際ボランティア学生協会（IVUSA）、
世田谷アートフリマプロジェクト、世田谷おはなしネットワーク、
世田谷パブリックシアター、世田谷文学館、東京都、

（公財）東京都歴史文化財団 アーツカウンシル東京、
remo［NPO法人記録と表現とメディアのための組織］

共催

ご支援・ご協力いただいた企業、団体、教育・公共機関など（各50音順・敬称略）

1月31日㊋～4月23日㊐ 続・セタガヤママ 小さなメディアの40年

5月16日㊋～7月17日㊊㊗ 牧野伊三夫展 塩と杉

次年度のお知らせ 2023年度事業（4～6月）のご案内

多田智美、永江大、鈴木瑠理子（株式会社 MUESUM）、生活工房編集

2023年5月25日発行日

𠮷田勝信（𠮷勝制作所）

澤木亮平

デザイン

裏表紙写真

今野印刷株式会社印刷

株式会社東急コミュニティー協賛

公益財団法人せたがや文化財団 生活工房
〒154─0004 東京都世田谷区太子堂4─1─1キャロットタワー
電話：03─5432─1543 ファックス：03─5432─1559
メール：info@setagaya-ldc.net
https://www.setagaya-ldc.net

発行

生活工房アニュアルレポート2022



寄稿文のまわりの余白には、読みながら
思い出した、

生活や記録にまつわるアレコレを自由に
書き込んでください。
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そもそも

できるの？

生活って記録

この問いからはじま
った昨年度の特集テ

ーマを引き継ぎ、

2022年度は世田谷・
三軒茶屋駅前の通称

「三角地帯」に

目を向けます。

「文字や
形に残ら

ない、

暮らしの
営みは記

録できる
のだろう

か？」

路地が複数の商店街を縦横に結び、新旧さまざまな店舗

が軒を連ねる三角地帯。世田谷通り（旧大山道）と玉川通

り（国道246号）に挟まれたこのエリアは、公私を緩やかに

つなぐ路地空間と戦後の青空市から発展した商店街を残

しながら変化し続けています。ここが近現代を生きる人々

の営みを残す場所とするなら、それを記録し語ること

が、これまで続いてきたこのまちの生活文化を引き継ぐこ

とになるかもしれない――。

本特集では、さまざまな分野の実践者とともに三角地帯の路地をリサーチ。そこかしこに残された暮らしの痕跡を手がかりに、このまちの根っこ＝文化とも言うべき自治性・界隈性を、各々の視点で考察していきます。

読者のみなさまへ

特集もくじ
おしえて

先生！

路地のあれ
これQ&A02

石榑督
和（建築

史・都
市史研

究者）

06

もじ道楽三角地帯編
山田和寛（デザイナ

ー）

08―

―

―

―

―

―

ぬすみ聞きパンチライン
益山貴司（脚本家／演出家／映

像監督）

10

三角地帯の一品目めぐり

ヤマグチナナコ（編集者／
イラストレーター）

12

ぷり日記三角地帯
の2月

ぷり（オーガナ
イザー／イラ

ストレーター
）

14 映画の「遺跡」と思い出を映すスクリーンしまおまほ（作家）
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おしえて
三軒茶屋の三角地帯を調査するにあたっ

て、そもそも「路地」とは何か、都市の

なかにどのように生まれたものなのか、

建築史・都市史が専門の石榑督和さん

に質問を投げかけてみました。

Q.1

「路地」というと建物に挟まれた比較的細い野外の道の
ことを思い浮かべるのではないでしょうか。そういった
「路地」は日本中にありますが、三軒茶屋の三角地帯にあ
る「路地」は戦後復興期に建てられた「マーケット」に
由来しています。

マーケットとは、木造の低層の建物によってで
きていた高度成長期頃までの日本の都市におい
て一般的であった商業施設で、通路に沿って小
さなお店が並べられた市場状の建物です。
1940年代後半のマーケットは、多くが闇市として機能して
いました。闇市とは文字通り闇取引が行われていた、つま
り統制経済下で正規の流通ではない取引が行われていた店
が集積した市場です。終戦直後の東京、空襲を受けた駅前
や戦中期に建物疎開によって建物が除去された駅前に
は、闇市が立ち上がりました。闇市はしばらくすると通
路は野外のまま、店舗部分を長屋にしたマーケットへと
姿を変えていきました。

三軒茶屋の三角地帯に平行に路地が並び、さらにそ
れに接続した路地にも小さなお店が並んでいるのは戦
後復興期のこうした都市空間の形成を起源にしている
からです。図1は1937年の三角地帯の地図で、図2は
1953年の三角地帯周辺の地図です。三角地帯に戦前
にはなかった路地が形成されていることがわかりま
す。ここに市場空間が戦後にできたからです。図2に
さらに注目してみてください。こうした市場状の空間「マー
ケット」は三角地帯だけでなく、茶沢通り沿い、世田谷通り
沿い、246沿い側にも展開していたことがわかります。三軒
茶屋ではこのうち三角地帯の内側が残ったのです。

路地を特徴づけているのは、人間の「営み」の現れでは

ないでしょうか。路地は建物に挟まれ、さらに道が曲がって

いたりすると、囲まれた空間になります。それが親密な空間

をつくっていて、路地の魅力の骨格をつくっているのですが、

それだけでは「路地の営み」とまでは言えないでしょう。その

場所を人が触って動かし、調整し、使う「モノ」で溢れているこ

とが重要です。そうなってくると、路地は野外ですがインテリアの

ような、都市空間でありながら身体に近い場所になっ

てくるはずです。

「路地の営み」を引き継ぐには、路地の骨格をつく

る建物群がまず大切です。小さなコマが集積して多様

な人が集まって商売をする、過ごせる骨格が必要です。

そして、次に着目するのは、そこに溢れる「モノ」

です。ポスターや手書きの張り紙、椅子、看板、ライ

ト、地面の舗装、植栽などなど、建物よりも小さな

モノたちと、工夫しながら人々が行うそれら小さな

モノたちのレイアウトです。
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路地のあ
れこ
れQ
&A

先生
！

三角地帯のような
どのようにできていったのでしょうか？

「路地」は、 Q.2「路地」の
特徴とは？

都市が整備され
消えつつある

路地の営みを引き継ぐとしたら、

何に着目するとよいでしょうか？

図2：1953年の三軒茶屋周辺の地図（都市整図社「新興市場地図」をトリミング）

いしぐれ・まさかず

1986年岐阜市生まれ。単著
に『戦後東京と闇市』（鹿島出版

会、2016年）、共著に『津波のあい
だ、生きられた村』（鹿島出版会、2019

年）ほか。明治大学理工学部建築学科
卒業。博士（工学）。関西学院大学建築学部准教授。



Q.3

人間の都市空間に対する欲望はアンビバレントで、超
高層ビルがたくさん建ち並ぶ再開発に憧れを抱く人もい
れば、下町の路地に惹かれる人もいます。渋谷のきらび
やかな再開発が進む足元には、闇市を起源とするのんべ
い横丁がありますが、その魅力は再開発が進むにつれて
より一層濃くなっているようにも見えます。三軒茶屋も
超高層ビルが三角地帯と道を挟んで建ち、中層のビルが
三角地帯の外側を覆っているがゆえに、内側の路地がよ
り色濃く感じられるのでしょう。

身体的スケールよりも生産構造に対応してつくられた
ビルは、工業製品で覆われ、物理的に人間を突き放す建
物になっていることが多分にあります。路地裏は超高層
ビルと違って私たち人間のスケールに対応した建物とモ
ノで溢れています。だから自分の身をおき、美味しいご
飯とお酒を飲んで過ごすのであれば、路地裏の居酒屋や
バーの方が心地よいのでしょう。

私は東京の各地にある戦後の闇市を起源とする路地が

好きです。だからそういった場所をまわって研究してい

ます（笑）。新宿の思い出横丁、ゴールデン街、渋谷の

のんべい横丁、池袋の美久仁小路、栄町通り、新橋駅前ビ

ル1・2号館の地下1階とニュー新橋ビル（いずれもビルで

すがそのなかに路地があります）、浅草の焼肉横丁、東上野

コリアンタウン、吉祥寺ハモニカ横丁……挙げれば切りが

ありません。そうした路地をまわって飲みながら図面を

書いています（図3）。
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『百年の棲家』

『東京のヤミ市』

三角地帯の路地の起源にもなってい
る闇市について、東京の山手線沿線の
事例をアドバルーンに乗ってまわるよ
うに紹介してくれます。東京の闇市を
考える上ではまず読むといい本です。

この本の冒頭は「路地」という文章からは
じまります。私が路地について考えるときに
最初に思い浮かべた本です。1980年代前
半、バブル期に向かって変わりゆく東京に暮
らす松山巖が、東京が記憶できない「のっぺ
らぼうな町」になりつつあると警笛を鳴らし
ています。

石榑督和 著（鹿島出版会、2016年）

『戦後東京と闇市 新宿・池袋・

私の本です。東京の山手線沿線の主要
な駅前の現在の風景は、戦後復興期の闇
市の形成とその整理の過程で出来上がっ
てきたもの、といっても過言ではありま
せん。この本では新宿・池袋・渋谷を事
例に実際にその過程を空間的に明らかに
しています。

路地裏の居酒屋やバーが
魅力的に思えるのはな

ぜ？

Q.4

これまで出会った路地のなかで、
「また訪れてみたい！」と思う

路地を教えてください。

Q.5

教えてください。

路地の営みや成り立ちを

知る上で、おすすめの本を

松山巖著（ちくま学芸文庫、1995年）

※1985年に『まぼろしのインテリア』として
作品社より刊行したものを文庫化

松平誠 著（講談社学術文庫、2019年）

※1995年に『ヤミ市幻のガイドブック』として
筑摩書房から刊行したものを文庫化

渋谷の形成過程と都市組織』
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文：ぷり（
オーガナイ

ザー／イラ
ストレータ

ー）

2023年2月16日（木）

三軒茶屋には、打ち合わせなどで
ほぼ毎日のように来ていた。久しぶ
りに訪れてみると、商店街の通りに
あった昔ながらのお店が閉店していた
り、新しいお店も増えたりしている。
キャロットタワーに立ち寄り、生活
工房の担当の人に挨拶してから、キャ
ロットタワーの屋上へ。高いところか
ら三角地帯を眺めてみる。自分の足
で歩く三角地帯はどのように見える
だろうか。

自分にとって生活考察は日常で、毎日歩くなかで、創作
のアイデアが浮かぶこともある。同じ道でも、数年たって
ようやく気がつく景色があったりする。何に興味をもつ
かによって視点が変わってくるのだ。お店を訪ね、そこに
いる人とただただお話しするのも楽しい。
三角地帯といえば、千代の湯さんの銭湯の雰囲気が好

きでよく行っていた。ほかにも、閉店してるのか、営業
しているのかわからない場所があったり、ピカソの入っ
ている建物は不思議な雰囲気があって、どうしても気に
なってしまう。
図書館に寄ろうとしたら、臨時休業だったので、明日

また三軒茶屋に足を運ぼう。

ハワイと

2月20日（月）梅ちゃんBARからの景色

三角地帯のあたりを歩くと、建物が後からどんどん増
築されたのか、いびつなかたちのビルが目に入る。普
段、夜飲みに行くところをお昼どきに歩くと、風景が変
わって見えてとても不思議だ。駅前の通りからも見える
ビル。都内をまわってもなかなか見ない。個人的に文化
遺産として残したいくらいだ。
夕方、世田谷線で豪徳寺まで向かい、レタッチの仕事

などをされている先輩と会う。30年前に上京したときの
三軒茶屋の話などを聞いた。夜に梅ちゃんBARというと
ころでイベントがあるらしく、遊びに向かう。
梅ちゃんBARは三角地帯のビル5階にあり、DJや音楽

イベントをよくやっているらしい。今は閉店してしまっ
た、レゲエバーをやられていた店主の方がDJするという
ので足を運んだが、病み上がりのせいか、夜遅くまでは
いられず。かわりに梅ちゃんBARの店主からいろんな話
を聞く。
梅ちゃんBARから見渡す、飲み屋街の雰囲気。建物は

違っても高さに統一感があり、意外とまとまっているよ
うに見える。梅ちゃんBARの入っている建物は、60年ほ
ど前に建てられたそうで、オーナーは海外に行っていて
消息不明。世田谷通り沿いのヤフーショップやドトール
コーヒーの建物と、なぜかつながっていて、なんとも不
思議な感じ。このあたりの空気感を、少しだが感じられ
るようになった気がした。話せずじまいのレゲエバーの
店主とは、いつかどこかで会うことになるだろう。

2月22日（水
）

今はまだ気がついて

いないこと
もある

ぷり

浅草橋
天才算

数塾主
宰。今

年20周
年企画

として
クラウ

ドファ
ンディ

ング実
施中！

写真 :
憩写真

館

三角
地帯
の2月ぷり

日記

歩きはじめ

2月17
日（金

）

逗子を足した感じ
三軒茶屋駅前でレンタサイク
ル（1日200円）を借りて、下馬
の方にある図書館へ向かう。
図書館の方に、三軒茶屋に関
する書籍を聞いてみると、30年
前に発行された『三軒茶屋の
本』を持ってきてくれた。読ん
でみると、キャロットタワーが
できる前の資料が載っていて、貴重な情報を得ることができ
た。雑誌以外の資料が意外と少なかったのが驚き。
ランチを食べに行くため、茶沢通り沿いの中華料理屋に
立ち寄る。そこのお店は不思議な常連のお客さんが多く、
不動産関連にも詳しい方が店主だったので、いろいろと聞
いてみようとする。が、手を横に振るだけで答えてはくれ
なかった。その感じもおもしろい。
三角地帯に戻り、自転車で何周かまわったり、再び歩い
たりすると、また新たな発見があった。途中気になった落
花生のお店で、購入がてらお店の人に話を聞いてみる
と、「このあたりは火事になったら終わりだからね！」と
いう言葉も印象的。
もう少し資料を調べたいと思い、文芸関連のお仕事をし
ている方に連絡。自宅へお邪魔すると、漫画家の中村一般
さんの『ゆうれい犬と町散歩』や、地元の人が記憶を頼り
に手書きした地図を見せてくれた。三角地帯のことも書
かれておりおもしろい。谷内六郎さんの『旅と絵本』に
は、三軒茶屋の項目があり、俳優の故石原裕次郎さんが
「三軒茶屋は、ハワイと逗子を足した感じの落ち着かない
街だ」と言っていたという記述。本を読んで、中村一般さ
んのお父さんが経営している居酒屋に立ち寄り、キーマカ
レーを食べる。
帰り道、どうしても気になって入った居酒屋さんは、三角
地帯で働いている方が訪れるような大衆酒場で、壁紙に貼っ
ている子どもの絵が印象に残った。もう1軒、30年前からあ
るという酒場に電話したところ、平日の3日間しか開いてい
ないとのこと。再度立ち寄ることにする。

昨年末に体調を崩して入
院し、お酒が飲めなくなっ
てしまったので、近所に住
んでいる知り合いを呼ん

で、気になったお店を2軒まわる。1軒目は、看板がでか
でかと気になる焼肉のお店。入ってみると数年前まで切り
盛りしていた女将さんに代わり、その娘さんがお店に立っ
ていた。娘さんのお話では、数年前に大阪から越してきた
そうだ。壁が薄いからか、隣のカラオケの音が漏れ聞こ
える。ワンオペで営業しているため、最初にまとめて注文
をしたが、ハラミのお肉が美味しかった。お客さんは長
居もせず、サクッとお肉を食べて移動する人が多い。
続いて2軒目の小料理屋さんへ立ち寄る。純米酒とビー
ルしか頼めないお店だが、女将さんが一人で切り盛りして
いて、お酒を飲めない事情を話したら、温かいお茶を出し
てくれた。知り合いは日本酒を注文。お通しは3品ほど出
てきて、どれも美味い。カウンター越しにいろんなお話を
聞いてみる。この場所は、1946（昭和21）年頃に寿司屋と
してオープンし、女将さんは1966（昭和41）年頃に嫁いで
きたそうだ。当時の三角地帯は、今と違って住んでいる人
がたくさんいたらしい。現在はほとんどいないそうだ。
女将さんの優しい雰囲気と、テレビから流れる時代劇の
感じが相まって、タイムスリップしたような気になる。
最後に、三角地帯をまわってみて、気がついたことをい
くつか。お店に足を運ぶとき、何が楽しいかというと、職
種・人種を気にせず、分け隔てなく話せる場があるという
こと。何年間か経ってやっと気がついたり、ある日突然発
見したりすることが大事なのかもしれないということ。
今、自分のなかで気になっていることも、おそらく日々
変化していく。だからこそ、今ある風景や出来事というの
は記録して、何年か経ってそれがなくなったり、別のもの
になったりしたとしても、残っているものを通して振り返
れることが大事だなと思いました。
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文・イラスト：ヤマグチナナコ
(編集者

／イラ
スト
レー
ター
)

1994年東京都生まれ。
小学校中学年から中学卒業までの6年間を上海で過ご
す。武蔵野美術大学卒業後、雑誌社に編集として勤
務。現在はフリーのイラストレーター、編集者と
して活動。株式会社Huuuuのメンバーとして
Webメディアの編集に携わるほか、雑誌
『IWAKAN』などの紙媒体や、演劇公演
のビジュアル制作、イベント企画な

どジャンルを縦横
無尽に横断し
ながら自転
車操業を
してい
る。

08 09

まとめ

「お通しで三角地帯を観測する……本
当にできるの？」と半信半疑でリサーチ
という名の飲み歩きをした。入店して
「お通し？ ないですよ」と言われること
もしばしば。結果的にお通しだけじゃな
くて、一品目的なメニューも観測しつつ
の三角地帯行脚となった。
❷・❹軒目（以下、軒目略）は「うち

の店、こんな感じです」という名刺代わりの意味合いを感じた。
スピードも大事で、❷はお通しがゆっくり二品出てくることで、
お店全体の空気感を客が察する。逆に❹は店内に豹柄の暖簾や
コースターが飾ってあり「どんなお店……？」とドキドキしてる
ところに、サッとあのお刺身たちが出てくる。どちらもお店とい
うエンタメに巻き込まれるような感覚。
対照的に❸の茶豆と落花生は、一般的な居酒屋のお通しらしさ
があった。お店の規模も他店より大きく、客席数も多い。注文と

提供の間のタイムラグをつなぐ役割としてのお通し。❶や❺は店の
規模的にお通しを毎度出すよりも、最初に注文を聞く方がやりや
すそうで、三角地帯の狭い店舗面積と回転数がそのまま一品目に
も反映されている。❻や❼は❷の出し方に似ているけれど、どち
らかというと「うちの店はこういう風にもてなします」という姿勢
としてのお通し。❻は出発点として胃を整え、❼は終着点として胃
を労わる……なんて連携しているわけではないと思うけれど。
狭い路地のなかで、どれだけ客が回遊してくれるか。それは

１店舗だけで決まるのではなく、そこに軒を連ねる店の多様性
で決まる。狭い路地を飲み歩くことがデフォルトの三角地帯
は、否が応でも店同士は隣り合い、メニューやお通しすらも干渉
し合う。ともすれば、三角地帯においての一品目は、店同士で客
を引き継ぐためのバトンパスなのかもしれない。前の店の体験を
どう心地良く引き継ぐか。各店ごとにフォームは違えど、狭い路
地に迷うことで深まる界隈性の心地よさを、1秒でも長く体感さ
せ楽しませる、に関しては見解が一致しているような気がする。

ヤマ
グチ
ナナ
コ

店内は土足厳禁で、ちゃぶ台くらいの高さの4人

掛け机が3つとカウンター。お通しはないそうで、

前菜からキムチを注文。キンキンのビールのあとに

提供される。甘みが少しあり辛さは中程度、発酵が

進みやや酸っぱめで美味しい。店主いわく「メ

ニューは限られてますよ、狭い店ですから」。レ

バーのタレのレシピを聞いてみるも教えてもらえ

ず。入り口横には元メジャーリーガーで現千葉ロッ

テの澤村拓一選手のサインが貼ってあった。

❶軒目

「いろいろ食べて
きたのかな？」と

いう店主の質問の
あと、

出てきたお通しは
つまめる量の刺身

の盛り合わせ。お
刺身は角

がしっかり立って
いて、イクラはパ

ツパツ。塩辛もい
い塩梅の

ねっとり感。処理
がきちんとされた

お魚たちにびっく
りする。

暖簾とコースター
が豹柄で、これに

もびっくりした。
22時まで

なら愛犬と会える
らしい。

三角地帯の 一品目めぐり

おしぼりと箸、お猪口が乗ったお盆をカウンター越しに渡してもらう。日本酒を選んだあと、しばらく厨房に入っていた店主がカニカマとタマネギ、キュウリをマヨネーズで和えたサラダを出してくれた。塩っぱすぎず薄すぎず、マヨネーズのしつこさもない。カニカマが一定の細さで裂かれていてきれい。続いてイカ大根も。面取りされた大根と長さの揃ったゲソ、彩にかいわれ大根。

❷軒目

1階は満席で外席までお
客さんがい

るため、向かいの同系
列店舗の2階

へ。アルコールとともに
出てくるお通

しは茶豆と落花生。銀
色の皿に逆さに

なったお椀が乗ってお
り、それを外す

となかから茶豆が。多
分この盛り方で

あらかじめたくさん準
備してるんだろ

うな。枝豆よりもちょ
っとだけ濃い味

がする。落花生は殻付
きで、話してい

る間もつい食べてしまう
。

❸軒目

店内真ん中にコの字カウンター、机と壁の間は人が通れるくらい。「お通しはありますか？」と聞くと、「ないんですよ～！」とのこと。ピーマン塩昆布を注文、すぐ出てくる。銀色の平たい皿に細切りのピーマン、上に塩昆布。これで十分だよな……と思いながらちびちび食べる。後になって気づいたけれど、冷蔵庫から自分でジョッキを出すのがルールだった。

❺軒目

日本酒専門の立ち飲み屋さん。お通しに出てきた

のは小さな器に盛られたお粥。腹の足しにはならな

いが胃は温まるくらいの量で、ダシが効いていて美

味しい。ほんのりお粥の味が残った状態で日本酒を

飲むと、なんとなく旨みが増す気がする。米同士だ

から？

❻軒目

21時くらいから営業している深夜食堂。夜な夜な定食を食べに向かう。お通しはお猪口（ではないかもしれない）に入ったお汁。にんじんや豚肉が入っていて少しだけ酸っぱい。1軒目としてのお通しというよりも、数軒をハシゴしたお客さんを想定しているような味。

❼軒目

❹
軒
目

注
文
は
ガ
チ
ャ
の
カ

プ
セルに入れて筒へ投げ入

れるシ
ステム
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路地裏の年季の入ったのんべえ横丁さなが
らのしっとりとしたレタリングである。しか
し「ゆうらく」とはなんだろう。「らく」は「楽」
として、この「ゆう」は「悠、遊、夕」とかそう
いった意味だろうか。それよりも私が気にな
ったのはこの街灯サインの上の鉢植えであ
る。一体誰が、何の目的で設置し
たものなのか。もしかしたら「ゆ
う」って「幽」？

歴史ある街区にはオシャレな歴史ある

ビルが付きもの……このビルはまず名前

がオシャレ。その上このネームプレートであ

る。「ファッションビル」を名乗るのにふさわ

しい、縦長のプロポーションがとってもオシャ

レな丸ゴシックは、右上がりの柔らかなカー

ブのリフレインに文字の達人

の太刀筋を感じる。文字同士

の空き具合もまたオシャレな

のだ。ちなみに「第2」もある。

年季の入ったアクリルサインは「これ自
分がつくったことにならないかな……」と
思わされる仕事の宝庫である。正方形の
キャンバスにゴシック体で「スナック」、
そして震えるような「谷」。1文字の店名
だからこそ、この書きぶりはいっそう引き
立ち、余白を生かしたレイアウトの
よさもこのサインと店の雰囲気の演
出に一役買っている。このような存
在でありたいと思える文字である。

「古書／映画」という看板に誘われとあるマンション

に侵入すると現れた店名サイン。映画のプログラムや

ポスターの専門店とのことで、店名がもうカッコい

い。そして飾らない手書きの丸ゴシック。どうも私は

手書きの丸ゴシックに弱いようだ。この手の文字は看

板屋さんの肉筆であることが多く、描い

ている姿を想像するだけでグッと込み上

げてくるものがある。このしんにょうの

書きぶりがたまらない。

もじ道楽

ファッションビル第1

門井不動産KK
GmbHならドイツ、

有限公司なら中国、そ
してKKなら我らが日本の株式会社である
ことはインバウンダーにも一目瞭然。三
角地帯に不動明王のごとく鎮座する「門
井不動産KK」は黒光りする堂々たる隷
書体がこの会社の堅実な仕事ぶりを象徴
している。三角形のビルのエッジに下げ
られた縦書きの巨大な看板には、三角地
帯を背負って立つ地球規模の企業として
やっていくという意気込みを感じる。

のんべえ横丁に親切なサ

インを発見。アクリル板に

丁寧な手書きレタリング、設

置者は誰だろう。入り組ん

だ路地裏にあって、酔いど

れた前後不覚ののんべえた

ちにとってはまさに地獄に

仏、道祖神のごとくありがたいサインで

あろう。グラフィティはこのサインより

だいぶ後の年代に描かれたものだろう

が、ちゃんとサインを避けてくれてい

る。本当はいい奴なんだろう。怒らない

から名乗り出たまえ。

MJハイツ
歴史ある土地のビルの名前というのは
不思議なもので「良い文字」が多い。
では「良い文字」とは何か。その答えは
「MJハイツ」が知っている。「MJ」は既
成の切り文字だろうか。「ハイツ」はMJ
の装飾的な字形にあわせたとおぼしき
クルリとしたエレメントで統一されてい
てグッとくる。そして背景のレンガ調の
グリッドに対して自由な傾きを与えら
れたレイアウトは、私のような凡庸な
人間には到底たどり着けない高みにあっ
て、悔しくてハンカチを噛んでしまう。

スナック谷 ABCビル
オレはこの幾何学的世界で幾何学的精神

でやっていく、死ぬまで。と語りかけてき
た、文字が。「ABC」は幾何学的サンセリ
フ書体の名作〈フーツラ〉だが、「ビル」
はそのアルファベットの幾何学的精神を
受け継いでデザインされているようだ。
文字の高さは建物の仕上げの白磁のタイ
ル2枚分の高さと揃えられているようだ
が、ただの背景であるタイル目地のグリッ
ドまでも利用した文字の配置は、まさに幾
何学の権化。

豆商はたの
老舗の豆屋さん「豆商はたの」は所狭しと並
ぶカラフルなPOPが楽しいインテリアが魅力
的。「大豆・バターピー・豆商・塩豆・落花
生」と染め抜かれた文字はよく見れば中央の黄
色い「豆商」だけが“肉筆”で描かれており、黄
色のトーンが差し込まれることで歌舞伎の定式
幕さながら店内をハレの場へと変貌させてい
る。そういえば、書かれた書体も歌舞伎の文
字。お土産に購入した黒豆は一瞬で私の胃の奈
落に沈んだ。

ゆうらく通り

世
田
谷
線
と
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ

杉並区から来た山田です。文字をつくったり、使ったり

する仕事をしています。まちなかの文字やデザインを観察

するのは趣味のひとつです。東京都内には戦後の闇市から

はじまった駅前の「地帯」があちこちにありますが、ここ

三軒茶屋の三角地帯は再開発の波もどこ吹く風、どっしり

と歴史の年輪を刻んできた文字たちがたくさん残されてい

ました。ビル名の表示に使われている、既成の書体にとら

われない手づくりの切り文字、描き文字や、老舗のアクリ

ル看板が特に目を引きました。全国各地に新しくつくられ

る「レトロっぽさ」を売りにするテーマパーク然としたデベ

ロッパーによる開発地区と違い、ここには本物がたくさん

あります。人々の暮らしのニーズに応え拡張してきたお

店、住居、それらを彩る看板やPOPは、やはり無名の文字

書き職人や生活者が下支えしていたのは想像に難くありま

せん。文字の点画一つひとつに愛を感じます。市井の人々

の、それぞれがもつ美意識の集合体が、近代的な均質さと

はまったく逆のアジア的混沌となって多様な人の居場所を

つくり出す、その風景が都市の美しさではないでしょう

か。これからも歴史を重ねて混沌とし続けて欲しいと願う

ばかりです。

まとめ

松田行正率いるマ
ツダオフィス／牛

若丸でブックデザ
イン修行の後、M

onotypeで「たづ
がね角

ゴシック」を設計
。2017年にデザイ

ンスタジオnippon
iaを設立。書籍の

装丁を軸に文字デ
ザイン、

ヴィジュアルコミュ
ニケーションデザイ

ン分野で活動する
。仮名書体「NP

Gヱナ」「NPGクナ
ド」、

文芸誌『群像』専
用書体〈ぐんぞう

〉などを制作。女
子美術大学非常勤

講師。

文：山田和寛（デザイナー）

映通社

三角地帯編
やま
だ・
かず
ひろ



ま
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日曜日の昼下がり、遅
めのご飯にありつこうと、ふらふらと

歩みを進める。2月とは思えない暖かさが三角地帯
を包み込み、束の間の春をみんなが楽しんでいた。すると、男

の子が一人、すごい速さで角を曲がって来る。必死の表情。まるでクラス対
抗リレーのアンカーのような、気迫の走り。背後から母親が「危ないから待
ちなさい！」と制止するも、アンカーボーイは振り向きもせず、「はしって
はやくついたら、はやくたべられるじゃん！」と絶叫して、私の脇をすり抜
けていった。痺れるような捨て台詞。肉だ、肉に決まっている。きっとアン
カーボーイの目指す昼ごはんは、肉汁したたるハンバーグだ。何ヵ月も前か
ら楽しみにしていた肉の塊。父も母も弟も置き去りにして、一目散にかぶり
つこうというその魂胆と野心。春になれば41になるな……と、ぼんやり屈託
を抱えていた私の心に、アンカーボーイはこっそり、元気というバトンを渡
してくれたのであった。〈場所：ちゃんぽん長崎の前〉
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は
や
く
つ
い
た
ら
、

1958年に日本で放映されたアメリカの西部劇ドラマ「ローン・レンジャー」の主人公、
ローン・レンジャーが愛馬、シルバーを発進させるとき、「ハイヨー、シルバー！」と
叫んだという。そのチャンポン屋の大将は、「はいよー！」と元気に声を出す。お釣り
を渡しては、「はいよー！」。ビールのおかわりが求められれば、「はいよー！」。何
頭ものシルバーが大将の口から駆け出していく。大将が発進させる愛馬が、何十年もこ
のまちを勇気づけてきたのだろう。ずらりとカウンターを埋めたお客たちの顔は、いず
れも満足げだ。元気な大将は、もしかしたら、来年あたり「HEY！YO！」と叫んでいる
かもしれない。「もつ入りラーメン、YOmen！」「明太子入りちゃんぽん一丁、Check it
out YO！」などと得意のヌードル・リリックでカウンターを盛り上げているかもしれない。
いやいや、だめだ。大将には昔ながらの「はいよー！」で通していただきたい。ラップで
注文を復唱するなんてして欲しくない。「三角地帯のエミネム」より「三角地帯のローン・

レンジャー」でいて欲しい。近くに寄ったらまた、大将が発
進させるシルバーにまたがりたいと思う。〈場所：ちゃん
ぽん長崎〉

私は、開店直後の銭湯に入ることを「プロローグ」に引っ掛け、「フロローグ」と呼んでいるのだが、3分ほど

遅れて「フロローグ」すると、もうすでに、裸の男たちで溢れかえっていた。銭湯の危機が叫ばれて久しいが、

嬉しくなる「フロローグ」だ。掛け湯をして、湯船に浸かると、自然に「う、ふー」という声が漏れる。後

から入ってきたおじさんも、「う、ふー」とうめいている。今まで、この銭湯では何千、何万もの男たち

が、「う、ふー」と言う低音を響かせてきたのだろう。「汲み上げ禁止」が掲げられた、細長い水風呂に浸

かると、「ひ、はー」となる。やはり、冷たい水だと高音が出てしまう。壁1枚隔てた女風呂からは、黄色い

声がかしましく重唱し、男風呂の湯船と水風呂の合唱隊が彩を添える。庶民の声による豊かなシンフォニー。

大阪出身の私は、いまだに東京の熱すぎる湯になれず、思わず「アツアツアツ！」とアリアを歌い上げてし

まう。こんな素晴らしい交響曲が、いつまでも三茶に響き続けて欲しいと切に願う。ただ、私はどうしても

のぼせてしまうため、サウナには入れない。だから、あの、蒸し暑い密室で、男たちがどんな秘密の声を響

かせているのか、まったくもって知らない。ともあれ、素敵な「フロローグ」を聞けた私は、頬を上気さ

せながら、第一幕、「エコー仲見世」へと向かうのだった。〈場所：駒の湯〉

ラインパンチ聞きぬすみ

「ガーゼの手拭い 380円」と書かれたポッ
プが、店頭のワゴンに貼り付けられ、文字通り、ガー
ゼの手拭いがぎっしりと並べられている。普段なら素通り
するのだが、この日、ちょうど妻が出産のために入院したところ
だったので、なんとなく、目がいった。赤ちゃんのお風呂のときに使えるなと思い、雲模様の手拭いを年老いた店主に差し出した。彼は、ぶっきら棒に「ありがとうございます」と言ったきり、押し黙って会計を済ませると、「ありがとうございました」と締めくくった。ありがとうのサンドイッチ。ありがとうにはじまり、ありがとうに終わる。なんだか、幸せな人生ってそういうもんかもな、と思えた。この世に生を受け、周囲の人たちから「生まれてきてくれてありがとう」と感謝され、あの世に行く間際、周囲の人たちに「ありがとうございました」と感謝して旅立つ。生まれてくる我が子にも、ぜひ、そんな人生を送って欲しい──。と、こんな深遠な気持ちにさせてくれるなんて、ぶっきら棒な店主、相当な修行を積んでいるとみた。早速、明日にでも「人生はありがとうのサンドイッチです」と墨書した紙を、自宅の玄関先に貼り出しておこうと思う。〈場所：株式会社大和一文字〉
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文：益山貴司（脚本家／演出家／映像監督）1982年
大
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中
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今回は、日のあるうちに路地や商店街を歩いて、昼のまちの声に聞き耳を立ててみたい。そうすることで、いつもと違う三角地帯が見えてくるかもしれない。

数年前まで世田谷区民だった私は、ここ三

角地帯も幾度となく訪れたことがある。

いつも聞いていたのは夜のまちの声。

ございました」

その
1

その2

その4
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映画の「遺跡」と

文
・
イ
ラ
ス
ト
：
し
ま
お
ま
ほ
（
作
家
）

編
集
協
力
：
杉
本
勝
彦

料なのか、フィルムなのか……。謎が謎のまま、バスの
時刻はやってきてしまうのだ。そういえば、昔よく入っ
たすぐ側の輸入雑貨屋も、セレクトショップも今はもう
ない。昔から変わらずあるのはエコー仲見世、それに銀
行と証明写真と、映通社。

まさか、その謎を解く日が来ようとは。あの、固く閉
ざされた（と、勝手に思っていた）扉を開けると、そこは
夥しい数の映画のパンフレットとポスターに囲まれた鍾
乳洞。映通社は創立約50年。映画のパンフレット・チラ
シ・ポスターを販売している会社だった。ここは2000年
頃まで実販売していた元店舗だったのだ。天井まで積み
重ねられたパンフレットたちはこれでもまだ一部で、ほ
かは倉庫に保管されているらしい。本棚で区切られた人
一人しか通ることのできない通路。移動方法は前に進む
か、後退りか。下手にまわれ右をしたら足元の山が崩れ
てしまう。通路を塞いでいた大きな板を従業員の男性が
開閉橋のように上げて開通してくれた。机とパンフレッ
トの山に板を渡して作業台にしていたらしい。彼の居場
所もその机以外ないのだ。

パンフレットは書籍のように背表紙がないのでひと目
でタイトルがわかりにくい。どうやって見分けるのかと
尋ねると「劇場ごとに五十音で並んであるから、だいた
い検討をつけて……。あとは色・形で」。ミニシアター
系は劇場ごとに判型が同じなので見つけやすい、とも。
目当てを探す作業は遺跡発掘さながらだ。

「バイト雇うにも人材を探すのが大変で……映画が好
きじゃないとまず務まらないから」と、オーナーの福原

さん。彼も多いときは1年に1,000本以上の映画を観てい
たという。三軒茶屋のこの場所に、なぜ映画のパンフ
レットの店が……今では唐突に感じるかもしれないけれ
ど、三軒茶屋にはかつて映画館があったのだ。「三軒茶
屋映画劇場」「三軒茶屋シネマ」「三軒茶屋中央劇
場」。2013年に閉館した中央劇場には思い出があ
る。1997年、美大1年生の夏。初めてのボーイフレンド
と観た初めての映画が中央劇場での『マーズアタッ
ク！』だった。世田谷育ちだったわたしが、札幌から出
てきて半年に満たない彼から中央劇場を教えてもらっ
た。カッパの男の子と女の子に出迎えられるレトロな外
観。わたしたちの初映画デートはほのかなカビの臭いが
した。ちなみに、2回目の映画デートは『もののけ姫』
を渋谷で。

90年代、三軒茶屋駅南口の程近くに住んでいたという
フリーアナウンサーの南部広美さんは初デートの場所で
あり、またその彼と別れる際、最後に映画を観たのも中

映通社は、そんな迷宮の入り口のような場所にある。
いつも不思議だったのだ。雨の日にバスを待っている
間、気になって恐る恐る外から覗くと中に灯りがついて
いた。でも入り口は閉ざされていて、ガラスの向こうに
うず高く積まれた段ボールと冊子らしきものの塔がいく
つも立っているのが見える。『追跡者』『ブッシュマン』
『レッドバロン』『スケバン刑事』……。外へ向かって貼
り出されたポスターから、中には「映画」の遺跡がある
のだということはわかった。でもそれが古本なのか、資

また訪れたいと思っても、あの日どこを曲がってどう
たどり着いたのか。いくら探しても見つからない店が、
路地が、このまちにはある。味も香りも看板も、目の前
を通り過ぎた猫の柄だって覚えているというのに。「た
しかあのあたり」という地点までは行けても、そこから
がどうにもこうにもハッキリしない。記憶にある景色に
は靄がかかったまま「おかしいなあ……でも、いつかま
た、きっと来られるさ」と来た道を戻る。

央劇場だったという。パーソナリティをしていたエフエ
ム世田谷で三軒茶屋の映画上映情報を読み上げていた思
い出も。「映画とは関係ないけど……」と南部さんは栄通
り商店街沿いにあるライブハウス「HEAVEN’S DOOR」に
もよく通っていたと話してくれた。フラッと入って無名
のバンドを観て帰るんだとか。そういえば、わたしも高
校時代に好きな男の子のパンクバンドのライブをここへ
観に行ったことを思い出した。三軒茶屋は南部さんとわ
たしにとって青春のまちだったらしい。

ams西武（現・西友三軒茶屋店）5階の映画上映スペース
「スタジオams」の名も忘れないでほしいと、友人の映画
ライター小柳帝さんや漫画家杉作J太郎さん。齢83歳の母
に至っては子どもの頃、映画を観に行くなら三軒茶屋か
経堂に2軒あった映画館だと言い出した。まさか経堂に
も……。誰かと話す度、それぞれの懐かしい思い出がス
クリーンに映し出される。
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往年の名作ポスターが目印の映通社。
その内部は、映画のパンフレットやポスターで埋め尽くされている。
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今ある生活の営みを残し、引き継ぐことができないだろうかと考え、本特集を企画しました。

世田谷・三角地帯に暮らしの痕跡を探す

16

生活工房では、1年間の活動をまとめた記録・
報告書として毎年アニュアルレポートを発行して
います。開館25周年という節目にあわせて、昨年
度から本誌のリニューアルを進めてきました。
今年度、新たなアニュアルレポート&特集を発行す
ることができ、ご協力いただいたみなさまに感謝
いたします。

ちなみに編集会議では、こんなアイデアが！

展示やイベントの来場者が、
それを体験したことでつなが

って

いったこと、感じたことを共
有する場、メディアをつくれ

ると

おもしろそう！ 単なるアンケートではないワ
ークシートのよ

うな……？

本を読みながら余白に書き込
みを行う読書法「マルジナリ

ア」

の考え方をお手本に、アニュ
アルレポートを読む、生活と

記録

の研究会を立ち上げてみたい
。

生活の記録という観点で、生
活工房のなかだけではなく、

周辺

のお店をピックアップして
メニューのレシピ本をつく

るの

は？ レシピは新たな記録の手法で
す。レシピから溢れる物語

もすくい上げ、何十年もの営
みを記録できる可能性がある

気が

する。

路地の成り立ちについて、当
時を知る方々の言葉を集めて

いく

ことはできないか。

2016年に行われた展示「三軒
茶屋 三角地帯 考現学」や過去の

記録を、現在に引き継いで企
画を考えられるといいかも。

●

●

●

●

●

生活工房Webサイト「特集謎の三角地帯を切り取る」
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生活と記録の実践集

編
集
後
記

昨年度のアニュアルレポートの特集を企画制作する

なかで芽生えた「文字や形に残らない、暮らしの営み

は記録できるのだろうか？」という素朴な問い。この

問いを起点に、今後も展示やイベント、そしてアニュ

アルレポートを通して、「生活の記録」について来場

者・読者のみなさまと一緒に考えていきたいと思いま

す。ぜひ、アイデアやお声を寄せてください。


